
意識調査の実施方法 (案 )
22年 4月 14日

影ミ米斗3

○ 新たな高齢者医療制度の検討に際して、高齢者をはじめ幅広い国民の方々の御意見を「高齢者医療制度改革会議」
の中間とりまとめ及び最終とりまとめに反映できるよう、様々な方法を組み合わせた意識調査をきめ細かく実施する。

※ 意識調査の検討に当たっては、下記の専門家の方々との意見交換会を開催し、その後も個々にご意見をいただいた上で、意識調査の実施方法 (案 )
及び調査票 (案 )をとりまとめたところ。
〈専門家の方々〉
・安藤 明之 教授 (東京経済大学コミュニケーション学部 )
・盛山 和夫 教授 (東京大学大学院人文社会系研究科 )
・田村 秀  教授 (新潟大学大学院実務法学研究科 )

項   目 1.第一段階での調査 2.第二段階での調査

目  的

新制度の検討にあたって論点になる事項について、広く

高齢者をはじめ国民及び有識者の方々から御意見をい

ただき、改革会議において本年夏にとりまとめる新たな
制度の基本的な方向(中間とりまとめ)の議論に反映さ
せる。

改革会議において、本年夏にとりまとめる新たな制度の
基本的な方向(中間とりまとめ)について、広く高齢者を
はじめ国民の方々から御意見をいただき、最終とりまと
めの議論に反映させる。

時  期 平成22年 5月 (7月 に結果をとりまとめ ) 平成22年 9月 頃 (11月 頃に結果をとりまとめ)

対象者

①65歳以上の方々約4,000人 、20歳～65歳未満の
方々約4′000人の計約8,000人

※75歳以上の方については、広域連合の被保険者名
簿から約2′ 000人を抽出(広域連合ごとに人口按分)。

※75歳未満の方については、調査会社への委託により
約6′ 000人を抽出(回収率見込みにより抽出人数は変
動)。
※郵送による調査

020歳以上の方々 (3′ 000人 )
※65歳以上の方々約800人、
約2,200人

※訪間面接による調査

20歳～65歳未満の方々

②社会保障等の分野に係る有識者(250人程度)
※郵送による調査

③厚生労働省行政モニター(500人程度)
※郵送による調査



一般用
平成22年

高齢者医療制度について、ご意見をお同いいたします

平成20年 4月から後期高齢者医療制度が始まりましたが、昨年9月の政権交代を
経て、現内閣としては、国民の方長のご意見を受け止め、これを 1期 4年の中で廃止
することとしています。

このため、廃止後の新たな制度のあり方について、昨年11月から、私が主宰する
「高齢者医療市」度改革会議」において検討を開始してしヽます。

この検討にあたっては、多<の国民の方反からご意見を頂きながら進めてい<こと
が極めて大切であると考えています。

そこで、今般、皆様に質P05票を送付させていただき、ご意見をお伺いすることとい

たし故した。いただいたご回笞は調査の目的以タトには一切使用しませんので、率直な
ご意見をお間かせ<ださい。

ご多忙のところ、大変恐縮ではございますが、質Fo5票にご回答の上、○月△日 (●

曜日)までに同封の返信用封筒にてご返送下さいますよう、お願い申し上げます。

厚生労働大臣 長妻 昭

【お問い合わせ先】

〒100-8916
東京都千代田区霞が関1-2-2

厚生労働省 保険局 高齢者医療課 企画法令係

■L03-5253-1111(内 線3199)

日



質 問 票

I はじめに、このアンケートに回答される方についてお間きします。
該当する選択肢を○で囲んで<ださい。

(間 1) あなたの年齢を教えて<ださい。 (4月 1日現在でお答え<ださい。)

1.20歳 代    2.30歳 代    3。 40歳代
4. 50歳代    5。 60～ 64歳   6.65～ 69歳
7.70～ 74歳   8。 75～79歳  9。 80歳代
10。 90歳以上

(Fo5 2) あなたの性別を教えて<ださい。

1.男性       2。 女性

(P033) あなたが現在、お住まいの地i或を教えて<ださい。

1. 北 )毎道 。東 Jヒ  (北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 )
2. 関 5報甲 1言越    (茨 城県、栃本県、群馬県、1奇玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、

山梨県、長野県 )

3. 5巨 )毎Jヒ 1睦     (富 山県、石川県、岐阜県、静岡県、愛矢8県、二重県 )
4. 涎I:畿       (福 丼県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、不0歌山県 )

5。 中 国 四 国     (鳥 IIx県、島根県、岡山県、広島県、山□県、徳島県、香川県、愛媛県、

高知県 )

6. 九 りllヽ|      (福 岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 )

(F054) あなたが現在、入つている医療保険を教えて<ださい。

1。 国民健康保険     2.健 康保険組含
3。 共済組含       4.協 会けんぼ (政府管掌健康保険)

5。 後期高齢者医療制度  6。 その他

(間 5) あなたが今まで最も長<入つていた医療保険を教えて<ださい。

1.国民健康保険     2.健 康保険組合
3.共済組合       4.協 会けんぼ (政府管掌健康保険)

5。 その他



I 高齢者医療制度についてお聞きします。
最も当てはまると思う選択肢を1つ選んで○で囲んで<ださい。

● 現在、75歳になると、それまで入つていた国民健康保険や被用者保険 (健康保
険組含や協会けんばなど)から後期高齢者医療制度に移ることとなっています。

(間 1) 「後期高齢者」という名称について、どのように感じられますか。

1.適切である
2.やや適切である
3.どちらともいえない
4。 あまり適切でない

5.適切でない
6。 わからない

(間 2) 一定年齢以上の高齢者だけを
どのように感じられますか。

1.適切である
2.やや適切である
3.どちらともしヽえなしヽ
4.あまり適切でない
5。 適切でない

6.わからない

1つの医療制度に区分することにつしヽて、

(Fo0 3)後期高齢者医療制度での保険料のお支払いは、年金からの天引きが原貝」で
すが、金融機関などへのお支払いも選択できるようにしてしヽます。こうした
保険料のお支払い方法について、どのように考えますか。

1.適切である
2.金融機関などへの支払いを原貝」とし、年金からの天引きも選択できるように
したほうがよい

3.金融機関などへ支払う方法のみとし、年金からの天弓|きは一切やめたほうが
よ しヽ

4。 わからない



Ⅲ 新たな高齢者医療制度のあり方についてお聞きします。

● 高齢者の方皮の医療費については、国民全体で支えてい<ことが嚇要です。
現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方長に、かかった医療費の一部を医療

機関の窓□で負担していただき、それ以外の費用については、

① 税金による負担が約5害」、
② 現役世代の保険料による負担が約4害」、
③ 高齢者の保険料による負担が約 1害」
という割合で負担しています。 (下図参照)

税金
約5割

高齢者の保険料
約 1割

現役世代の保険料
約4割

(Po5 1)後期高齢者医療制度が上記のような費用負担の仕組みであつたことについ
て、ご存じでしたか。

(いずれか 1つに○をして<ださい。)

1.矢□っていた

2.少 し知っていた
3.矢□らなかつた

(問 2)了 ○歳以上の方展の医療機関の窓□でのご負l_Bは、かかった医療費の 1害」
となっています。ただし、一定以上の所得がある方は、現役世代と同様に、

かかつた医療費の 3害」のご負IBとなつています。

こうした高齢者の窓□負担について、どのようにお考えですか。

(いずれか 1つに○をして<ださい。)

1.税金や現役世代の保険料による負担を1曽やして、高齢者の窓□負担をもっと
減らしたほうがよい

2.現在の窓□負担と同じぐらいでよい
3.高齢者の窓□負担を1曽やして、税金や現役世代の保険料による負担をもつと
減らしたほうがよい

4。 わからない

窓□

負担



(間 3)今 後、高齢イヒの進行により、高齢者の方皮の医療費は増加していきますが、
高齢者の方夜のEXI療費を、どのようにして支えるべきだと思いますか。 (あ
てはまるものすべてに○をつけて<ださい。)

1.税金による負担の害」含を増やしてい<
2。 高齢者の保険料による負担の害」合を1曽やしてい<
3。 現役世代の保険料による負担の害」含を増やしてい<
4。 現在の仕組みと同じぐらいの負担害」合で、それぞれの負担額を増やしてい<
5。 わからない

(間 4)新 たな高齢者医療制度のあり殉について、重要と思うことは何ですか。(あ
てはまるものすべてに○をつけて<ださい。)

1.―定年齢以上の高齢者だけが 1つの医療制度に区分されるようなものには
しないこと

2.高齢者の医療費について、高齢者と現役世代がどの程度ずつ負担するのかが
明確にされていること

3。 高齢者の保険料負担の伸びには、―定の歯止めがかけられていること
4.高齢者医療のための現役世代の保険料負担の伸びには、一定の歯止めがかけ
られていること

5。 高齢者の保険料負担の伸びが、現役世代の保険料負担の伸びより上回らない
こと

6.高齢者の保険料負担について、同じ所得であれば、同じ保険料にするなど、
公平な仕組みになっていること

7.高齢者であっても、サラリーマンやサラリーマンに扶養されている家族は、
被用者保険 (健康保険組合や協会けんぼなど)に加入できるようになつている
こと



Ⅳ 以上のほかに、高齢者医療制度のあり方について、ご意見がありましたら、
ご記入<ださい。

質Po5は以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。

お手数ですが、同封の返信用圭」筒にてご返送下さいますよう、お願しヽ申し上げます。



有識者用
平成22年

高齢者医療制度について、ご意見をお伺いいたします

平成20年 4月から後期高齢者医療制度が始まりましたが、昨年9月の政権交代を
経て、現内閣としては、国民の方長のご意見を受け止め、これを 1期 4年の中で廃止
することとしています。

このため、廃止後の新たな制度のあり方について、昨年 11月から、私が主宰する
「高齢者医療制度改革会議」において検討を開始しています。
この検討にあたっては、多<の国民の方皮からご意見を頂きながら進めてい<こと
が極めて大切であると考えています。

そこで、今般、皆様に質問票を送付させていただき、ご意見をお伺いすることとい
たしました。いただいたご回笞は調査の目的以タトには一切使用しませんので、率直な
ご意見をお間かせ<ださい。

ご多忙のところ、大変恐縮ではございますが、質Fo5票にご回笞の上、o月△日 (●
曜日)までに同封の返信用封筒にてご返送下さいますよう、お願い申し上げます。

厚生労働大臣 長妻 昭

【お問い合わせ先】

〒100-8916
東京都千代田区霞が関 1-2-2

厚生労働省 保険局 高齢者医療課 企画法令係

TEL 0 3-5253-1111(内 線3199)

日



質 問 票

I はじめに、このアンケートに回笞される方についてお間きします。
該当する選択肢を○で囲んでください。

(Fo5 1) あなたの年齢を教えて<ださい。 (4月 1日現在でお答え<ださい。)

1。 20歳代    2.30歳 代    3.40歳 代

4. 50歳代     5.60～ 64歳   6。 65～69歳
7.70～ 74歳   8。 75～ 79歳   9.80歳 代
10.90歳 以上

(問 2) あなたの性別を教えて<ださい。

1.男性        2。 女性

(問 3) あなたは次のいずれに該当されますか。

1。 学術研究者    2.マ スコミ関係者
3。 その他 (              )

(間 4) PcD3 3において、「 1。 学術研究者」を選択された方にお問きします。あな
たが専P]とされている分野を教えて<ださい。

(例 :法律、経済、医療、福祉)

(Po3 5) あなたが現在、入つている医療保険を教えて<ださい。

1。 国民健康保険     2。 健康保険組合
3。 共済組合       4.協 会けんぽ (政府管掌健康保険)

5.後期高齢者医療制度  6.そ の他



Ⅱ 高齢者医療制度についてお間きします。
最も当てはまると思う選択肢を 1つ選んで○で囲んで<ださい。

● 現在、75歳になると、それまで入っていた国民健康保険や被用者保険 (健康保
険組合や協会けんぽなど)から後期高齢者医療制度に移ることとなつています。

(間 1) 「後期高齢者」という名称について、どのように感じられますか。

1.適切である
2。 やや適切である

3.どちらともいえなしヽ
4。 あまり適切でない

5。 適切でない

6。 わからない

(間 2) 一定年齢以上の高齢者だけを
どのように感じられますか。

1。 適切である

2.やや適切である
3。 どちらともいえない

4.あ故り適切でない
5。 適切でない

6.わからない

1つのEII療制度に区分することについて、

(Fo5 3)後期高齢者医療制度での保険料のお支払いは、年金からの天∃|きが原貝」で
すが、金融機関などへのお支払いも選択できるようにしています。こうした

保険料のお支払い方法について、どのように考えますか。

1.適切である
2。 金融機関などへの支払いを原則とし、年金からの天引きも選択できるように

したほうがよい

3。 金融機関などへ支払う方法のみとし、年金からの天引きは一切やめたほうが

よしヽ

4.わからない



Ⅲ 新たな高齢者医療制度のあり方についてお聞きします。

● 高齢者の方層の医療費については、国民全体で支えてい<ことが必要です。
現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々に、かかった医療費の一部を医療

機関の窓□で負担していただき、それ以外の費用については、

① 税金による負担が約5害」、
② 現役世代の保険料による負担が約4害」、
③ 高齢者の保険料による負担が約 1害」
という害」含で負担しています。 (下図参照)

税金
約5割

高齢者の保険料
約 1割

現役世代の保険料
約4割

(問 1)後 期高齢者医療制度が上記のような費用負担の仕組みであったことについ
て、ご存じでしたか。

(いずれか 1つに○をして<ださい。)

1。 知っていた

2。 少し知っていた

3.知らなかつた

(間 2)70歳 以上の方々の医療機関の窓□でのご負担は、かかった医療費の 1害」
となつています。ただし、一定以上の所得がある方は、現役世代と同様に、
かかった医療費の 3害」のご負担となつています。

こうした高齢者の窓□負担について、どのようにお考えですか。

(いずれか 1つに○をして<ださい。)

1.税金や現役世代の保険料による負担を増やして、高齢者の窓□負担をもっと
減らしたほうがよい

2。 現在の窓□負担と同じぐらいでよい

3.高齢者の窓□負担を1曽やして、税金や現役世代の保険料による負担をもっと
減らしたほうがよい

4。 わからない

窓□

負担



V (間
3)今 後、高齢化の進行により、高齢者の方長の医療費は増加していきますが、
高齢者の万尺の医療費を、

‐
どのようにして支えるべきだと思いますか。 (あ

てはまるものすべてに○をつけて<ださい。)

1.税金による負担の害」含を増やしてい<
2.高齢者の保険料による負担の害」含を1曽やしてい<
3.IIn役世代の保険料による負担の害」含を1曽やしてい<
4.現在の仕組みと同じぐらいの負担害」含で、それぞれの負担額を1曽やしてい<
5。 わからない

(Po3 4)新たな高齢者医療制度のあり方について、重要と思うことは何ですか。(あ
てはまるものすべてに○をつけて<ださい。)

1.一定年齢以上の年齢の高齢者だけが 1つの医療制度に区翁されるようなも
のにはしないこと

2.高齢者の医療費について、高齢者と現役世代がどの程度ずつ負担するのかが
明確にされていること

3.高齢者の保険料負担の伸びには、一定の歯止めがかけられていること
4。 高齢者医療のための現役世代の保険料負担の伸びには、一定の歯止めがかけ

られていること

5.高齢者の保険料負担の伸びが、llB役世代の保険料負担の伸びより上回らない
こと

6.高齢者の保険料負担について、同じ所得であれば、同じ保険料にするなど、
公平な仕組みになっていること

7.高齢者であっても、サラリーマンやサラリーマンに扶養されている家族は、
被用者保険 (健康保険組含や協会けんぽなど)に加入できるようになっている
こと



Ⅳ.高齢者のための新たな医療制度のあり方について、現在、「高齢者医療制度
改革会議」においては、次ページに掲載した4つの案が委員より提示されてい
ます。それぞれの案について、あなたの考えをお間かせ<ださい。

(問 1) あなたが適当であると考える案があれば、それはどれですか。
(あてはまるものすべてに○をつけて<ださい。)

1.(案 1)年齢構成・所得構成でリスク構造調整を行つた上で、都道府県単位
で一本化する

2c(案 2)一定年齢以上の「別建て」保険力式を基本とする
3.(案 3)突き抜け方式とする
4.(案 4)高齢者医療と市町村国保の一体的運営を図る
5。 適当であると考える案はない

(PCD3 2) あなたが不適当であると考える案があれば、それはどれですか。

(あてはまるものすべてに○をつけて<ださい。)

1。 (案 1)年齢構成 。所得構成でリスク構造調整を行つた上で、都道府県単位
で一本化する

2.(案 2)一定年齢以上の「別建て」保険方式を基本とする
3。 (案 3)突き抜け方式とする
4.(案 4)高齢者医療と市町村国保の一体的運営を図る
5.不適当であると考える案はない

(Fo0 3) 問 1、 間2のご固笞について、その理由があれば、ご記入<ださい。
また、これ以外の案があれば、ご記入<ださい。



(案 1) 年齢構成・所得構成でリスク
構造調整を行った上で、都道府

県単位で一本化する
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【IPA要】

○後期高齢者医療制度の加入者は、新たな「1也 1或医療保
険」に力0入。 (ただし、現役で働く高齢者とその家族
は被用者保険に加入)

○各保険者の力0入者の年齢構成 。,所得構成の避いによる
保8食料負1日の格差をi周黎するロイ政調黎を実施。
○財政調響をイ」った Iて、保険者の統合を段階的に実施
.1「わ吻本」IJll保は都通lliJ県学||で統合。
121健康保険組合 ,具済組合は都通廂県中値に分害」。

'色
「地l軌医療保険 |と協会けんほを統合.

Q‖当水0,電|へ 者1導 F」県単1曹で、金ての保険者を一本化。

【概要】

065歳 以上の高齢者を文」象として、前期・後期のEX局」
のない一つの制度とする。
○費用負lBや運営責IIを明確化するために、「月」建て」
の制度とした上で、高齢者の医療費を現役l世代が支え
るll組みとする。

○運営書体については、都道府県中位を念強に、イjlltか

ら独、ンした公法人とする(,
○現役で働く高齢者とその家族については、被Fり者保I実
への継続加入を検∴」。 (L図 の点線部分)

(案 3) 突き抜け方式とする

【概要】
○被保険者期PB5か通算して一定期間を超える退職者とそ
の扶養家族は、被Fll者保険グルーフが共同で運営する
新たな制度「退職者健康保険制度 1に加入.
〇運営i体は、↑被月]者保険の代表者及ひ労 lrlD代表者て
構成する全国一本の管 i甲摩営機関とする。保険料は都
道府県ごとに設定する。

○現役で働 <高齢者とその家族については、被用者保険
に継続加入する。

○国保の運蛍は、「わ町本」単位から都通月b県中位に広 1軌化
し、 [記以タトの高齢者も加入。

【1既費】

○後期高齢者医療制度は廃 1上 し、地1或保険は国保に一本
化する.

○□保の運営は、 iわ al」村申侮なからtll通庵県学的に広ヽ1或化
する。

○現役て働く高齢者とその家族については、211i用者保険
への継続加入を検詞。 (1図の点線35の )
○高齢者の国保の保険料は、現行制度と同じくlll道廂県
単位で統一し、現役世代の国保の保lll料についても、
/811道施県単lilでできるたけ統一の
○高齢者の医療費は公費・高齢者の保険料・現役lll代の

保険料により、国民全体で支える。

(案 2)一 定年齢以上の「別建て」保
険方式を基本とする

高齢者医療と市町村国保の一

体的運営を図る



V.以上のほかに、高齢者医療制度のあり方について、ご意見がありました
ら、ご言己入<ださい。

質Fo5は以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。

お手数ですが、同封の返信用封筒にてご返送下さいますよう、お願い申し上げます。




